
y = 13.91x + 162493
R² = 0.8307
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まちの活性化を測る歩行者量調査のガイドラインの概要

○コンパクト・プラス・ネットワークの取組みを各地方公共団体で効果的に進めるために、まちの活性化を測
る代表的な指標である「歩行者量」について、まちの活性化との関係を検証し、目標設定の考え方、新たな
調査手法等を示した「まちの活性化を測る歩行者量調査のガイドライン」を策定

・まちの活性化度合いを表す経済的
指標（店舗数、売上高、地価）と
歩行者量とは一定の相関があり、
歩行者量を指標とし、継続的に計
測し分析・評価することは、地域
活性化の取組みを効果的に進める
ことに有用

まちの活性化と歩行者量は相関

指標と目標設定の考え方

歩行者量の調査方法

まちなかの歩行者量の特性

出典）H28年における熊本市の歩行者量（通行量）、
国税庁「平成29年分路線価図」から国土交通省作成

・通勤、買物等の様々な通行目的が含まれる
・通行目的、曜日、地区の特性により時間変動がある
・地点による差がある

・どのような都市像を目指し、施策効果が検証可能な指標となっ
ているのか、その指標が意味することを明確にして設定するこ
とが重要

・施策の効果を的確に分析・評価するためには、計測
日を多く設けた安定的なデータ取得や複数地点の計
測による面的なデータ取得が必要

・従来の人手による調査では、コスト的に困難であっ
た24時間365日の計測や面的な計測が、カメラ画像
解析等の新技術により可能（計測条件の整理や精度
検証を実施）

図１ 熊本市における歩行者通行量と路線価の関係
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出典）国土交通省「平成27年全国都市交通特性調査」

図２ 歩行者の通行目的（平日） 図３ 福井市中心市街地の通行量の時間変動

出典）福井市中心市街地歩行者通行量調査報告書か
ら国土交通省作成

表１ 新技術等を活用した歩行者量（通行量）の計測手法

計測手法 概要 取得方法 主な特徴

１）ＧＰＳ
データ

・ＧＰＳを搭載した機器
等により、継続的に緯
度経度情報を取得

・ＧＰＳ機器もしくはスマー
トフォンアプリ等を用いて
調査を実施

・データ保有主体からデータ
を入手

・緯度経度により移動経路を詳細に
把握できる

・屋内や地下では位置情報が取得で
きない場合がある

・絶対数の把握は困難

２）Ｗｉ-Ｆｉ
データ

・通過したＷｉ-Ｆｉア
クセスポイントの位置
情報を取得

・Ｗｉ-Ｆｉセンサーを設置
することによる調査を実施

・データ保有主体からデータ
を入手

・どのアクセスポイントを通過した
のかに基づき、移動経路を把握可
能（ＧＰＳほど精度は高くない）

・屋内、地下、階数別でも位置情報
を取得できる

・絶対数の把握は困難

３）レーザー
カウン
ター

・人やモノからの反射状
況から通過人数を計測

・レーザー機器を設置し調査
を実施

・独自の人認識アルゴリズムで認識
しているため、個人は特定されな
い

４）カメラ
画像

・カメラ画像から識別処
理等を行うことにより、
歩行者数を計測

・任意に撮影した人が映り込
んだ画像等を入手

・既設のカメラの活用も可能

・画像を残さない場合は個人情報に
ならない（画像が残る場合は留意
が必要）
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図５ 人手観測と画像解析結果の精度検証結果図４ カメラ画像によるデータ取得のイメージ図

図６ カメラ画像によるデータ解析例

資料５



新技術を活用した歩行者通行量調査の活用イメージ

○コンパクト・プラス・ネットワークなどの既定の施策の効果を分析・評価することで施策を効率的・効果的
に推進

○通行量の詳細な分析により、新たな施策の検討に役立てることも可能
○歩行者量のデータは商業者や新たなサービスを検討する事業者にとっても有用⇒原則オープンデータ化すべき

活用イメージ①

・地区内の多数の地
点での計測値から
歩行者の分布を面
的に把握

・分断された２つの
にぎわい拠点が発
見された場合、そ
の間に存在する低
未利地を活用して
分断を解消するこ
とを検討

活用イメージ②
・イベント実施の前後にわたり、多数の地点の歩行者量（通行量）を短時
間単位で集計することにより、イベントの集客力が空間的・時間的にど
のように伝播するかを分析

・周辺店舗でのタイムセールや公共交通の臨時便ダイヤの最適化を検討

イベント実施中

     【機密性２】  
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豊田市中心市街地歩行者通行量自動計測事業

○カメラ画像解析による歩行者量調査事例（愛知県豊田市）

・計測地点数：21地点
・計測時間帯：5：00～24：00 365日計測

図７ 豊田市中心市街地歩行者通行量自動計測装置設置位置図

図８ 計測装置

出典）豊田市資料

出典）豊田市資料・自動計測（カメラ画像解析）は、年間を通じた計測が可能
・計測結果が正確
・過去の計測結果との比較が容易

メリット

目的：中心市街地で実施する各種事業の効果を検証し、今後の中心市
街地活性化施策を検討するための基礎資料とする


